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読書の秋、スポーツの秋、芸術の秋、食欲の秋。この時期は気候的に過ごしやすく、

様々なことに取り組みやすい季節です。 

今月は、子供たちが楽しみにしている臨海自然教室があります。学習、運動、生活に

落ち着いてじっくり取り組ませ、頭も体も心も大きく成長する秋になるようにしたいと思います。ご協力を

よろしくお願いいたします。 

 

 

 

🌼「臨海自然教室」について 

１１月８日(月)～１０日（水）に行われる臨海自然教室に向けて、準備等お世話になります。す

でに配布されております通知や子供たちに配布しているしおりを参考に、準備を進めていただけれ

ばと思います。また、水着は今回使用しないことにしましたので、持参の必要はありません。よろ

しくお願いします。 

また、送迎もよろしくお願いします。車の送迎場所等、詳しくは後日ご連絡いたします。 

 

 日 月 火 水 木 金 土 
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１ 

運動会の代休 

２ ３ 

文化の日 

４ 

読み語り 

委員会活動 

５ ６ 

 

A 

 

７ ８ 

臨海自然教室 

 

９ 1０ 

 

 

学校集金日 

1１ 

６校時教科 

 

 

家庭学習強化週間 

１２ 

スクールカウン

セラー小高先

生来校 

1３ 

 

B 

1４ １５ 

特日課４時間 

(就学時検診の 

ため） 

１６ 

下野市新聞の

日 

１７ 

ゆ：なかよし共遊 

エキスパート授業 

交通安全教室 

（子どもを守る家あいさつ） 

下校指導 

 

１８ 

６校時教科 

１９ 

小中交流活動 

 

2０ 

 

A 

 

2１ ２２ 

小中交流活動 

２３ 

勤労感謝の日 

２４ 

ゆ：なかよし共遊 

日産工場オンライン

見学(２組) 

２５ 

持久走大会 

クラブ 

２６ 

(持久走予備日) 

2７ 

 

B 

 

2８ 

 

２９ 

人権週間(～12/3) 

日産工場オンライ

ン見学(１組) 

３０     

■１１月の行事予定■ 

https://www.sozailab.jp/sozai/detail/34795/


🌼「持久走大会」について 

  １１月２５（木）は持久走大会が予定されています。各自の目標が達成できるよう取り組ませたいと思いま

す。また、練習は１１月２日から始まります。引き続き子供たちの健康の確認のため、健康チェックカードの

提出をお願いします。お子様が目標に向けて頑張れるように、ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

🌼第３回家庭学習強化週間 

  １１月１１日～１７日までの５日間、今年度、３回目の家庭学習強化週間です。 

１０月号の学年便りにも書きましたが、第２回目の家庭学習強化週間では、特にノーメディアデーの実施率が

低かったようです。家庭でのメディアのきまりや約束について確認したり、メディアとのかかわり方を見直し

たりするきっかけとして、ノーメディアデーが実施できるようにお声かけをよろしくお願いいたします。 

今回も家庭学習がんばりカードに計画を立てて学習に取り組みます。がんばりカードに学習の振り返りを

した後に、確認の押印と励ましの言葉をお願いいたします。学校でも確認し学習の頑張りを励ましていきま

す。 

🌼日産工場見学について 

  新型コロナの影響で、現在日産工場では見学の受け入れを行っていないのですが、オンラインで工場見学

ができるようになりました。教室と日産工場とがオンラインでつながり、学習をします。直接見学はできま

せんが、子供たちにとって良い経験になればと思います。 

                    

 

 

国語：固有種が教えてくれること 

   古典芸能の世界 

算数：ならした大きさを考えよう 

   面積の求め方を考えよう 

社会：自動車工業のさかんな地域 

理科：流れる水のはたらき 

音楽：日本の音楽・世界の音楽 

図工：色を重ねて広がる形 

体育：鉄棒、持久走、ベースボール型ゲーム 

家庭：ミシンでソーイング 

 

これまで６年生が行っていた役割を５年生がバトンタッチして担当する時期がやってきまし

た。最高学年になる準備の始まりです。 

先日行われた６年生の児童表彰式では、５年生が会場設営や片付けを行いました。また、運動

会に向けて練習に集中して取り組んだり、係の仕事を進んで行ったりする姿も見られました。臨

海自然教室での事前指導では、楽しみな気持ちをもちながらも、「自分のことは自分でしっかりと

行う」という気持ちが、感じられるようになりました。これから予定されている行事や活動の一

つ一つが子供たちにとって大きな経験となるように、教員一同精一杯支援していきたいと思いま

す。 


